
菜
香
亭
に
あ
る
書
は
、
巌
谷
一
六
が
明
治

30
年
に
山

口
の
豪
商
安
部
家
に
長
期
滞
在
し
た
折
、
菜
香
亭
で
宴
会

が
あ
り
、
そ
の
と
き
に
頼
ま
れ
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。 

巌
谷
一
六
は
、
明
治
の
政
治
家
、
書
家
。
近
江
国
（
滋

賀
県
）
生
ま
れ
。
家
は
代
々
水
口
藩
に
仕
え
た
医
者
で
し

た
。

16
歳
の
と
き
三
浦
東
園
に
つ
い
て
医
術
を
学
び
ま

し
た
。
の
ち
帰
郷
し
て
藩
の
侍
医
と
な
り
ま
す
が
、
明
治

維
新
後
は
内
閣
書
記
官
、
元
老
院
議
官
と
役
人
生
活
を
送

り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
貴
族
院
議
員
に
選
出
さ
れ
政
治
家
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。 

漢
学
、
絵
画
な
ど
学
問
、
諸
芸
に
も
優
れ
ま
し
た
が
、

書
で
世
に
知
ら
れ
る
存
在
と
な
り
、
六
朝(

り
く
ち
ょ
う)

書
法
を
学
び
、
一
六
独
自
の
清
新
で
新
奇
な
書
風
を
確
立

し
ま
し
た
。 

子
息
の
巌
谷
小
波(

さ
ざ
な
み)

は
、
日
本
の
ア
ン
デ
ル

セ
ン
と
称
え
ら
れ
る
日
本
児
童
文
学
の
祖
と
い
わ
れ
る

人
物
で
す
。 

 
 

白
石
小
学
校
５
年 

 
 

 
 

廣
澤 

優
理
子 

 
 

  
 

平
川
小
学
校
６
年 

 
 

 
 

永
久 

日
菜 

 

   
 

宮
野
小
学
校
５
年 

 
 

 
 

横
山 

釉
俐 

  
 

宮
野
小
学
校
６
年 

 
 

 

森 

開
理 

   
湯
田
小
学
校
６
年 

 
 

 

久
保 

真
凛 

 
 

大
内
小
学
校
５
年 

 
 

 
 

末
次 

朱 

 
 

  
 

大
内
南
小
学
校
６
年 

 
 

 
 

末
本 

柚
月 

 

  

大 

大
殿
小
学
校
５
年 

 
 

 
 

松
永 

七
海 

  
 

嘉
川
小
学
校
５
年 

 
 

 

大
田 

采
実 

   

佐
山
小
学
校
５
年 

 
 

 

本
間 

凛 

 

平
成

30
年

12
月
８
日
（
土
）、
今
年
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
昨
年
に
引
き
続
き
山
口
の
伝
統
工
芸

「
徳
地
手
す
き
和
紙
」
を
使
っ
て
、
武
家
社
会
の

礼
法
の
一
つ
「
折
形
」、
そ
し
て
「
折
形
」
の
ア
レ

ン
ジ
を
学
び
ま
し
た
。 

 

最
初
に
元
山
口
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
舩
瀬

春
香
さ
ん
か
ら
「
徳
地
手
す
き
和
紙
」
の
製
法
、

種
類
な
ど
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

  

そ
し
て
菜
香
亭
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
松
井
久
代
さ
ん

に
よ
る
指
導
の
も
と
、
イ
ン
テ
リ
ア
の
一
つ
に
温

も
り
あ
る
『
灯
り
』
や
古
典
的
な
折
り
方
の
『
花

包
み
』、
生
活
の
中
で
使
え
る
『
ぽ
ち
袋
』
の
制
作

と
な
り
ま
し
た
。
和
気
藹
々
と
し
た
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
制
作
に
熱
が
入
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
半
紙
半
分
で
作
る
箸
袋
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
最
後
は
、
蓬
莱
包
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
お
正
月

飾
り
や
炭
包
み
に
つ
い
て
の
説
明
で
し
た
。 

今
か
ら
約

600
年
前
、
贈
物
を
包
む
武
家
社
会
の

礼
法
の
一
つ
と
し
て
生
ま
れ
た
「
折
形
」
。
こ
の
伝

統
技
術
を
学
ぶ
機
会
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

徳地手漉き和紙の伝承に務める舩瀬さん 徳地和紙を使った創作活動をしている松井さん 

多くの参加者で賑わう佐藤栄作が好んだ北客間 

作法に則った筆包み・花包み・墨包み 

正月飾り etc. 

 

                            

 

前列の右から２番目がおごうさん、一番左がおごうさんの父である４代目甲兵衛 

お
う
み 

サ
ビ
エ
ル
か
ら
の
贈
り
物
２
０
１
８ 

Ｇ
ｉ
ｆ
ｔ
～
徳
地
和
紙
の
折
形
で
心
を
包
む
～ 

開
催 

 

表
彰
式
に
続
き
、
山
口
高
校
書
道
部
２

年
の
秋
川
琴
音
さ
ん
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
た
。 

２
畳
分
の
大
き
さ
の
紙
に
揮
毫
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」
の
か

け
声
か
ら
は
じ
ま
り
、
気
合
の
入
っ
た
力

強
い
運
筆
に
鳥
肌
が
た
ち
ま
し
た
。
か
つ

て
菜
香
亭
で
著
名
人
が
宴
席
で
書
や
絵
を

か
い
て
見
せ
た
と
い
い
ま
す
が
、
そ
の
気

分
を
味
わ
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

永別の二人 

徳地和紙を折って作る「灯り」は柔らかな光 

～
め
ざ
せ
三
筆
！
～ 

明
治
三
筆
の
紹
介 

 
 

菜
香
亭
の
扁
額
の
中
に
ひ
と
き
わ
異
才
を
放

っ
て
い
る
の
が
、
「
明
治
三
筆
」
と
呼
ば
れ
た 

巌
谷
一
六(

写
真
中
央)

 

（１
８
３
４
～
１
９
０
６
）
の
書
で
す
。 

「
三
筆
」
と
い
う
の
は
、
日
本
の
歴
史
上
ど
の

時
代
に
も
位
置
づ
け
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を

代
表
す
る
書
が
う
ま
い
人
（
能
筆
家
）
ベ
ス
ト
３

を
指
す
も
の
で
す
。 

明
治
三
筆
は
、
上
の
写
真
の
左
か
ら
、
日
下
部

鳴
鶴
、
巌
谷
一
六
、
中
林
梧
竹
で
す
。 

書に通じている人に人気。一六の独特の書体が凝縮されている。 

左から、 日下部鳴鶴 ・ 巌谷一六 ・ 中林梧竹 

 

菜
香
亭
の
５
代
目
で
最
後
の
主
人
だ
っ

た
「
お
ご
う
さ
ん
」
こ
と
齊
藤
清
子
さ
ん

は
、
大
正
６
年
生
ま
れ
。 

 

写
真
は
、
お
ご
う
さ
ん
が

15
才
頃
と
思

わ
れ
る
の
で
昭
和
７
年
の
頃
の
お
正
月
の

も
の
。 

 

大
広
間
の
床
の
間
に
は
、
東
桃
園
の
掛

軸
、
左
に
は
４
代
目
甲
兵
衛
の
手
に
よ
る

松
の
豪
華
な
活
け
花
が
見
え
ま
す
。
お
ご

う
さ
ん
も
着
物
に
羽
織
姿
で
あ
ら
た
ま
っ

た
装
い
。 

 

さ
す
が
老
舗
料
亭
の
正
月
と
い
う
風
格

が
あ
り
ま
す
。 

 
 

           
 老 
 

生
誕
101
年 

お
ご
う
さ
ん
ア
ル
バ
ム 

 

み
な
く
ち 

【
入
選
佳
作 

紹
介
】 

【
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】 

元
号
が
新
し
く
な
る
こ
と

か
ら
「
新
」
。
こ
の
清
々
し
い

書
を
見
る
と
元
気
と
希
望
を

い
た
だ
け
ま
す
。 

新
元
号
が
発
表
さ
れ
る
４

月
１
日(

月)

か
ら
５
月
６
日

(

月)

ま
で
再
び
展
示
し
ま
す

の
で
、
是
非
ご
来
館
く
だ
さ

い
。 

く
さ
か
べ 

め
い
か
く 

い
わ
や 

い
ち
ろ
く 

な
か
ば
や
し 

ご
ち
く 

ありがとう… 

秋川琴音さん。書は早速大広間の床の間に飾りました。 

全身の力をうまく使って重い筆を動かす。一画一画に魂がこもる。 

あ
い
あ
い 

ほ
う
ら
い 

み
う
ら 

と
う
え
ん 
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